
 

 

ルーブリック評価表（看護研究Ⅱ：後期） 

評価項目／評価基準  (優) 8-10点 

評価基準を充分に達成 

   

（良）7点 

評価基準をおおむね達成 

 

（可）6点 

評価基準達成には     

努力が必要 

（不可）3点 

評価基準を達成するに

は大きな課題がある 

研究デー

タの活用

（20） 

データ収集

(10) 

研究目的や方法に合った適

切なデータを収集できる。

誰（何）を対象とするのか、

定義を明確にし、範囲も適

切に設定できる。 

研究目的や方法に合っ

た資料やデータを収集

できる。 

研究目的や方法に合っ

たデータを、指導を受け

て収集できる。 

研究目的や方法に合

ったデータ収集がで

きない。 

分析 (10) 考察に必要な分析結果をま

とめ、研究目的に沿ってデ

ータの分析を行い、分かり

やすく正確に示すことがで

きる。 

考察に必要な分析結果

をまとめ、概ね研究目的

に沿って示すことがで

きる。 

分析内容は示している

が、指導を何度も受け

て、研究目的に沿った分

析を行うことができる。 

研究目的に沿って、

分析を行い、まとめ

られていない。 

論文の妥

当性 

(30) 

 

結果 (10) 結果を正確にまとめてい

る。図、表、グラフが等用い

られている場合は、分かり

やすく作成・配置されてい

る。 

必要とされる資料やデ

ータを得て、記述できて

いる。結果を正確にまと

めて示すことができる。 

結果が整理されている。

指導を受けて、正確な記

述ができる。 

必要な結果が整理さ

れず、適切にまとめ

られていない。 

考察 (10) 結果を客観的に考察し，論

理的に述べることができ

る。必要十分な文献を用い

て考察を深めている。 

結果を客観的に考察し、

文献を適切に引用して、

論理的に述べることが

できる。 

結果から考察し、述べて

いるが、飛躍している内

容になっている。指導を

受けて、考察をまとめる

ことができる。 

結果に基づいた、客

観的な考察でない。 

結論 (10) 一貫性をもって、結論を記

述することができる。 

おおむね一貫性をもっ

て結論を記述できる。 

指導を受けて、一貫性の

ある結論としての記述

ができる。 

一貫性がない結論の

内容になっている。 

研究の意

義（10） 

看護実践へ

の貢献 

研究成果を看護実践へつな

げる検討を行い、その考え

は根拠性をもって述べるこ

とができる。 

研究成果を看護実践に

つなげる検討を行って

いるが、おおむね根拠性

ある内容にまとめるこ

とができる。 

研究成果を看護実践に

つなげる検討を行うこ

とはできるが、考えをま

とめることに努力を要

す。 

研究成果を看護に繋

げる検討はできてい

ない。 

論文の体

裁 (10) 

実施要項に

沿って記載 

要項に基づいて、規定を守

り、体裁を整えることがで

きる。 

要項に基づいて、論文の

体裁をおおむね整える

ことができる。 

要項に基づいた体裁に

ついて、指導を受けて整

えることができる。 

要項に沿った体裁を

整えることができな

い。 

研究に取

り組む姿

勢 (20) 

主体性（10） 積極的かつ意欲的に研究を

進めることができる。 

自主性をもって研究を

進めることができる。 

自主的ではないが、研究

指導を受けることがで

きる。 

指導を十分に受けて

いない。 

研究のプロ

セスの理解

（10） 

論文作成のプロセスについ

て理解でき、同様な研究で

あれば助言なくできる。 

論文作成のプロセスに

ついて取り組みながら、

おおむね理解できる。 

論文作成のプロセスに

ついて、指導を何度も受

けて、理解できる。 

論文作成のプロセス

が理解できない。 

提出 

(10) 

論文の提出 検討・修正を十分に行い、期限内に提出できる。（10） 

 

期限内に提出できな

い。（0） 

総合計 (満点 100 点)       点 

  


